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北米族行記（9）
山　　本　　一　　清

　　　　　　　　　　　　　　　（41）

　1933年七月20日，朝9時，約束により長田政二氏がホテルへ答訪されたの

で，暫く話した後，車で市の内外をドライヴした．ホリウドあたりも，十年

前に比べて更に美しく攣ってみるのは言ふまでもなv・．新公園あたり，昨1932

年の学際オリムピクの陸上水上競技揚等も見，正午過ぎに長田氏の宿に蹄着．

そこで珍らしい日本式の午餐を頂いた．

　午後は叉門門の如く，長田氏と同車してパサデナ市へ行き，Sta・Barbara街

のMt．　wilson研究所で，約束の如くJ．　A．　Anderson博士に會ひ，一同は同

博士に案内されてC　ilifo　rn　ia　Institute　oF　Technologyのあたり，　Hale博士の

灘墜翻撚、』濫㌧・’　rN
パサデナ市に滞在中，會ふ機甲があっ　　・

たのかも知れないが，不幸にして面識

無しに終った．こんどは，Adams

嘉長の厚意により，特別に恵まれて

Anders）n氏の直接紹介により此の老大

博士に親しく面接する時が與へられた

のは嬉しかった．

　時刻は15時頃，小ぎれいで，エヂプ

ト模様に飾られた白璽の観測所に入る

と，秘書のレディが現はれ，Anderson

氏と長田氏と自分と三人は直ぐに

Hale所長の大きい書齊簑研究室に案内

された．一見，まことに上品な紳±！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長田氏と筆者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（へ1ル観測所を背景として）

　　　　　　　　　　　　　　　　　學動に多少の弱々しさを感じるのは，

さすがに老年の故か，或は十年來の病氣が全治しなv・ためかt？　しかし，い
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かにも愛惜よく，遠來の客をもてなされる態度の親しみには魅せられた．日

本の話，・エジプトの話，カナダの學術回議，シカゴの二合や博覧會の話など．

四人が交はす話題も，のどかで，且，朗らかであった．そのうちにHale氏と

Anderson氏とはCosmic　Rayのことについて込み入った議論を始め，暫くは

客の居るのも忘れ，て論じ合ったが，聞もなく「宇宙線は天文學上の問題であ

って，決して物理至上の問題でない』といふ鮎に二人の意見は一致したらし

い．

　話しが一一ueすんで，　Haleは立ち上るや，『太陽親測室を御案内しませう』と

言ひつS歩を進められる・導かれ，て隣室に入ると，そこには，屋上のドーム

内のシ1ロスタトから來る日光を，深い井底の鏡面で反射し，40cm大の太陽

像を作り，其れに“　quarter　”プリズムを當てて，二人の青年観測者が，互ひ

に激値を呼び交しつSt黒鮎の磁力を測定してみた．；次で，地下室に入り，

スペクFル研究装置などを見せられ，それから一同は元のHale氏の書齋に蹄

って來た．自分は，此の時，或る事の二期を破られたかの如く感じたので，

改めてHale氏に

　『近年御獲明のSpectrohelioscopeを拝見させて頂けませんか？』

と聞いた．すると，Hale氏は氣の毒そうな顔で

　「Spectrohelioscopeは，作ったものを皆諸所の天文豪へ二って了ひました

し，一つ此の研究所用のものは只今修理のため工揚へやってありまして，御

目にかけられません」

との返事！　自分は多少の失望を感じたが，Hale氏は尚ほも言葉をつy“け

て，Spectrohelioscopeとv・ふものは，未だ々々不完全なこと，今でも絶えず新

工夫や修理改善が必要であることなどを繰返された．自分は，

　『實は私の天文憂でも，Spectroheliograph係りのウエジマ理二士が，一二三

二，二三なSpectrohelioscopeの試作をやってゐます………』

と言ふと，へ1ル氏は突然甦ったやうな晴れやかさで，

　『それは誠に結構！　大贅成です11　どうか其れが成功して，新型がどレ．

どし製作されるやうに，其のドクタ1に宜しく御傳へ下さい」

といふ挨拶であった．
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　　　　　　　　　　　　　　　（42）

　へ1ル氏の研究所を出た吾等は，アンダソン氏に案内されて，御隣りのヵ

リフオニや工科二院へ案内せられ，其所でアングソン氏から主に，例の口径

5米（“200吋”）の大反射鏡の製作工事を見せられた・先づ，モデノレを見せら

れたが，此のモデルは，敷年前から新聞や學術雑誌に載せられてみるフオク

型のものと杢く違ひ，非常に大謄な二形の珍型であるのに驚いた．長田氏が

しきりに自分の袖を引いて，L此のモデルの爲眞を撮れ「とすNめるのだけれ

ど，原作者（アンダソン氏）が未磯表のものを勝手に自分のカメラに納めて，

他日之れを記載したりするのは徳義上宜しくないと考へたから，鑛かなかっ

た．L暴こうして見てさへ置けば，高高後，モデルを新作するだけの記憶は失

はないつもりだ「と自信もあったので．

　蕪くところによれば，大反射鏡は目下N・Y・州のCorning硝子會杜でPyrex

ガラスから製造中であり，機械部は批の力州工科學院の工揚でアンダソン氏

監督の下に作られつSある由．既に，観測者のボックスを蓑ねた第二鏡のセ

ルが心乱上ってみるのを見たが，此の一つでさへ二二2米もある大筒である

には，長田区も自分も一驚した．

　長田氏とAnderSQn氏とは既に藪年三の親友であり，其の他のM亡・Wilson

天文墓一一殊にJoy氏やAdams氏等とは度々交通して居られる由．アメ

リカの學出たちが，こうした外品種のアマチュア等をも常々親切に指導せら

れるのは全く感服のほかは無い！1

　　　　　　　　　　　　　　　（45）

　パサデナで此うした貴重な訪問や見學に可なりの時聞を費し，力州工科學

院を出たのは，もはや16時であったが，それから急に長田氏のアイデアで・

El　MonteのLion　Farmを見ることとなり，大急ぎの車を東南に走らせた・

Farmの門が閉ざされる漸く数分前に入回し，それから心をヒヤヒヤさせなが

ら二百幾十頭の大獅子小獅子の罹を見てまわった．L列ナマ6ドとか何と

か言ふ恐ろしV・猛獣に睨まれたり，吠えられたりして，途には全く戦礫しつ

s，17時竿頃に揚内を蘇赫こ．

　　　　　　　　　　　　　　　（44）
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　此の夕は一旦宿へ蹄り，18時からS島ratoga街の木崎氏邸で晩餐．其の後，

21時から日本人聖公會堂に集まった邦人たちのために一時聞ばかり天文講演

をした・三宿就寝したのは23時であった．

　　　　　　　　　　　　　　　（45）

　七月21日（金曜）．今朝ロスアンゲレス出獲の筈で，早く起き，市街の景

色に名淺を惜しみつs，長田氏に選られて宿を出で，8時獲のSI）．列車tz乗

り込んだ．

　汽車は特に選んだ海岸線急行の旧聞列車で，十年前は此の同じ線をサンノ

ゼからロスアンゲレスまで夜行したために見られなかった滑線の景色を眺め

やうとするのである，三三は流石にカリフオニヤの室に慮はしく，それに，

山岳部や東部一帯と違って，眞夏とは言ぴながら，四温は實に清涼であるた

め，遜り族も大に樂しかつた．

　トンネルニつ三つ，線路の多くは山と海との聞を行くので，少しも米國ら

しくなくて，恰も故國の海岸を走ってみるやうに感じる．只，窓外に見る牧

揚や，大小の人家の構へ，山や野を縫ふアスファルトの自動車道路などが時

々の異國情調をそNるのみ．一列車内は例によってガラアキ．大きV・ボギ

1品目老婆が四五入乗ってみるに遍ぎないから，甚だ氣が樂で，自分はひそ

かに靴をぬV・だり，居眠りをしたり，物費りと戯談言つたりした．

　19時38分，夕暮れのSan　Jos6騨に着．圖らすもメソヂス1・の一高減員に：迎

えられ，案内されてSt．　Jamesとv・ふ小さいホテルに入った・來て驚いたこと

に，此の地では爾三日前からWestminster　Churchに於いて全米のPi’esbyteriaii

Churchの大回が開かれ，日本人の牧師たちも十敬名，同じ此のSt．　Jamesホ

テルに投宿中であった・

　自分は，宿に荷物を置V・て，直ちにメソヂスト教會の渡邊牧師の病氣を見

舞ひ，22時頃，宿に三って見ると，大回に出席の日本人牧師たちが蹄って居

られたので，挨拶をするうち，急に話が出來て，明22日，自分と相前後して

此等の牧師たちもりク天文憂へ登られることになり，自分が，及ばずながら

案内をするとV・ふ約束をした．誠に奇遇奇縁である．

　　　　　　　　　　　　　　　（46）
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　七月22日朝9時30分，自分はSan　Jos6市内のwestminster　churchで開催

されてみるPretbyterian派大會に招かれ，晴れの壇で，　L日本からの唯一の使

者「といふわけで，一揚の挨拶をした．それから直ぐ自分は牧師たちより一

足さきに，Busに乗ってHamilton山を登る・十年前の記憶にある山道とは

攣って，非常に良くなり，車のスピ1ドも至って速vo・以前にはSan　Joseか

らLick天文溺まで片道4時間（但し，　Smith　Creekで食事のため約1時間の

停車を含む）を要したものであるが，今度は僅々1時間40分で，早くも11時

40分に天文壷の玄關に着き，Aitken憂長の親しみある顔に迎えられた・

　　　　　　　　　　　　　　　（47）

　Lick天文毫では本館の内外，闇書室のあたりなど，それにMoore博士に

も挨拶した後，Aitken壷長の宅に招かれて，同氏と二人きりの午餐を頂いた．

夫人は御不在．叉，藁長も所用のため今日午後は下山されるので，急いでゐ

られる．

　午後，自分は先づJeffers氏と會つた・氏はTucker博士の後継者として此

の天文憂の子午線部の主任であり，爾ほ其の除暇にMms反射鏡で微光星の

観測をやってみる．此の日，氏は自分を子午環室に導いて，先年のエロス観

測以來の話をいろいろと聴かせてくれた．

’ダ

一考’r燦
　　蓄鶏」圏闘
P．．

　　　　　　　リク天丈盗の背七

二を熱心にさがして下さって，途に16時頃に見付かつた．それで三人でトラム

プラ氏の室で，1922年度の，かの歴史的なアィンスタイン爲眞原板を見せて

　Je薦rs氏の室から自

分はM｛x・re氏の室へ行

き，Moorc氏から多く

のスペクトル｝眞を見

せて貰った．それから，

」H食のことにつき，是

非Trumpler氏に御目

にかSりたい「と言っ

たので，Moore氏は，

行方不明のTrumpler
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貰ひ，いろいろの貴い経験を聞きながら，原板上の星々の像を瓢槍した．

　17時，Moore氏宅の晩餐に招かれ，其の家族の人々と十年前の記憶など語

り合った．山陵，時恰も美しい日渡なので，皆で屋外へ飛び出して，Green

Flashを観やうと力めた．一一しかし途に翻れは低い雲のために駄目・

　　　　　　　　　　　　　　　（48）

　今日は土曜日で，天文痢公開の日であること，永v・昔から攣りが無い．日

が暮れ，る頃から，多くの自動車が山へ登って來，天文墓の玄關や廊下は無数

の天文プアンで大騒ぎとなる．

　20時頃，約束の如く，Presbyterian派の日本人牧師の一行は十二名到着され

た．先着の自分は回れを迎へ，本館の内部に陳列されてある品物や天禮爲眞

などを説明する．一こうなって見ると，自分自身がリク天文壼の一來客で

あることは忘れて了って，全くの主人顔である．20時孚頃，當番のTrumpler

博ニヒが大赤道儀室に群集を案内して，天膿の観望を許される．今夜の景物は

ヘルクレス座の大星團である．トラムプラ氏は，誰よりも先づ自分に此の宇

宙偉観を見せられ，それから他の人々を着順に見せられた．さすがに大望遠

鏡の三二で見る此の三二は，まざまざと其の團中の星々の配列の深みが二三

さ才した．！1

　あはたY“しい中に

も，こうして公的私的

のリク天文豪訪問は首

尾よく終ったので，22

時20分，自分は牧師た

ちと二蔓のバスに分乗

し，途中，日本語で天

文の話や宇宙の話を交

しつN，暗の山路を降　　　　リク天目垂村

つた．宿へ着いたのは23時40分であった．

　　　　　　　　　　　　　　　（49）

　七月23日朝10時，サンノゼ魁町の列車で，10時40分San　Francisco第三街



354 北米族行記（山本一清） 天界　　159

ステシヨン着．直ちに昔なじみの小川ホテルに入った．午後，幸田牧師の來

訪をうけ，市の内外，殊に海岸公園あたりをドライヴし，水泳揚や，水族館

等を見たf氣候が非常tc涼しくて，とても夏服だけでは居られなV・．七月の

末で，一年中の最も暑い時であるのに，どうしたことかと不思議なくらゐで

ある．一週二三までは東部や山岳部の酷熱で，アリゾナ州を去る夜などは，

汽車の中より外氣の方が暑くて，115。Fであったのに，南力州に入って俄か

に二二を1賢え，voまこの桑港では500F　i裏である！

　夜は湿地メソヂズト教七堂で天文講演をした．可なり多数の聴衆であった

が，中に二三三三が攣な質問をしたりなんかして，うるさかった．

　　　　　　　　　　　　　　　（50）

　七月24日（月曜），此の日，朝のうちA．M・汽船會肚へ行ったり，網領事

館へ荷物を貰ひに行ったり，序でにMarket　Streetあたりの盛り揚を散歩し

た．午後，宿を立ち，Pierの騨からFerry船でOakland市に渡ったが，市

街電車を乗り誤って暫くまごついた後，漸く一日本入に教へられて，S，　P・線

の騨に荷物をあづけ，それから　Berkeleyの力州大學を訪れた．此のあたり

は，十年前，英子と二人で來た時に餓り急いでみたためか，殆んど確かな記

憶が淺ってみなV・ので，今日は全く始めての土地のやうに感じたが，とにか

く，大學の構内を歩きまはってみるうち，北端に近くStudent　Observatoryを

見つけ出したので，つかつかと入って見た．時刻は15時頃であったが，會々

：Bower氏tc面記し，可なり長く立ち話しをした後，　Laboratory内に研究中の

Shane氏等に室内を案内され，太陽のスペクトルなど此の天文毫として一寸

風攣りなものを研究してみるのを知った・毫長Leusc1］ner博士は夏休で，族

献納であるといふことであった．

　18時，Oakland騨から　Cascade　Limitedとv・ふ急行列車に乗り北上．

　　　　　　　　　　　　　　　（51）

　七月25日，カリフオニヤからオレゴンの山地を越えた汽車は，15時55分に

ポ1トランドに着いた．海までは可なり離れてみる土地であるのに，Columbia

河の御蔭で大きい船が幾つも遡って來てるる・二重揚で後藤師に會へる筈で

あったのに：，何かの行き違ひから（あとで，阿れは同師が急用で不在と知れ
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た），誰にも會へなかったので，止むなく叉同じ列車で16時20分にポIFラン

ド磯，車中から始めて見るTaconla市を眺めつN，叉，夕日に輝くRainier山

を見守りながら進むうち，21時20分置Seattleのユ＝オン停車揚に着，東方氏

其の他の人々に迎えられて，N．　P．ホテルに入った．

　　　　　　　　　　　　　　　（52）

　シアトルは十一年前の秋，英子と共に始めて踏んだ外國の土地であった・

其の時も此のN．　P．族館に泊ったが，こんど來て見ると，市街の様子は，他

の市ほど攣ってみなV・．

　七月26日，午前中はA．M．會杜や銀行へ行き，叉，電信二二で日本へ臨朝豫

定の電報など打つた。午後は14時から東方氏に誘はれて市の内外Washington

公園や大學あたりをドライヴした．大詰の天文毫に，元LickにみたJacobsen

教授を訪ねたが，不在であったので，置き手紙した．

　　　　　　　　　　　　　　　（55）

　七月21H，この日は朝10時から市内日本人聖公會で自分を中心とした教役

者會があり，いろv・ろの話題によって座談した．力州の件氏も見えてみた．

正午には住友の村田氏に連れられて市内の日本人有力者たちのクラブ午餐會

に招かれ，多くの紳士に始めて御目にかNり，14時過ぎまで甚だ愉快な雑談

に花を険かせた．

　此の夜，18時には三井物産の石原二二で領事と共に晩餐を頂き，それから

約束によって20時からWashington街のメソヂスト教會のDevotional　Meeting

へ出席，一場の感話をなし，21時再び石原氏方へ三って來て，夜更けるまで

學問のこと，肚會のことなど語り合った．

　　　　　　　　　　　　　　　（54）

　七月28日，朝8時，招かれて糸井三宅で食事を頂き，それから氏のやって

ゐられるホテル事業を参観，次で四十何階のスミス塔へ案内せられ，所謂Lフ

1ブ1・タウン■の説明をきいた．

　正午，村田三友支店長の御招きを受け，それから暫くドライヴ，18時30分

當地にゐられる同志杜出身者の會で歓迎晩餐を饗せられ，20時から日本人二

子で天文講演をした，
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　　　　　　　　　　　　　　　（55）

　七月29日，いよv・よ今日は出帆の日である，朝から室内で荷物などの整理

をし，9時過ぎ，ホテルの車に邊られてPierへ行き，東方氏の案内でPresident

Jacksonに乗り込んだ．11時出帆．

　静かなPuget　Soundを上り行く景色を凹しみつs，16時，なじみのVictoria

に入港．小倉牧師夫妻に迎へられ，僅かな時間ではあるが，碇舶中を利用し

てJapanese　Gardenへ案内せられ，珍らしい物を見た・船は18時にvictoria

を出帆，Juan　de　Fuca海峡を西へ，外海に乗り出す．夕霧に消え行く島々

の景色の中に：，しばしアメリカとの別れを惜んだ．

　　　　　　　　　　　　　　　（56）

　S・nFranciscoから出るA．　M．線の船は此の頃満員つy“きのため，自：分も

船室が取れなかったのであるが，Seattleからの此の船は非常に閑散で，只，

東洋向きの貨物だけが多少載せられてあるといふ．從って，出帆して後も，

皆御互ぴに淋しがり，一等二等の唾別なく，時々は三等客も交へて，デッキ

で遊んでみる．

　自分はSeattIe出帆の時，新聞や雑誌を可なり澤山持ち込んだので，船中，

侮日，急がしく此等のものに讃み耽り，叉，カバンを開いて，族町中の書類

の整理などした．波は極めておだやかである．

　隣室tc　Labb6氏といふ老米人が居る．すぐ馴じみとなり，屡々室内や廊

一ドなどで話し．た．此の人の話に，今年初以楽，氏の住む1）Ortland（Oreg・，n）の

海岸に大小無敷のガラス球が，海流に乗って東洋から漂流するので，大早早

だとVOふ．詳しく何物だとも，果して何所のものだとも分らないが，マ1ク

が日本字で入ってみるといふ．話しだけではサツパリ判じかねるので，とに

かく，氏が日本漫遊を終へて蹄國された後，其の一つを見本に自分の許へ邊

ってくれられる約束をした．（此のガラス球は昨年末に花山へ到着した．そし

て，天文憂の陳列棚に置いてある．）

　　　　　　　　　　　　　　　（57）

　八月3日，船からAlcutian群島の姿らしVbものを見た者がある．其の夜，

船はH附攣更線を通過したので，次ぎの日は八月5日と呼ぶことになり，八
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月4日は船中で杢く姿を現はさなかった1　波は，やはり，極めて静か．

　八月6日は日曜で，11時から一等パ1ラ1でThomas宣教師の主裁する

禮拝があった．翌7日，三二着の日を英子に電報す；午後，JeansのNew

Bacl〈groundを忌む．8日，　V・よVPよ横濱へ近づいたので，入港通關等に忘

する亡命き用紙が配布された・此の夜，久しぶりに室が晴れて，星が見える．

　八月9日，早朝鯨や海豚等が見えた．10日は荷作り，其の夕暮れ，船の右

舷に船が見え，叉，陸が見えた．鹿島沖か？　犬吠崎らしV，ものも見え，夜

中，四園は，にぎやかであった．波は静か，此の全航海は，「まるでFerryみ

たいだ』といふ評制，

　八月11日早臥，船は濃い霜をついて横濱港外に入り，槍疫や入港手綾の後，

8時，岸壁に着き，英子に出迎へられ，ホテル・ニウグランドに入った、午

後，東京へ行き，不山信博士に蹄朝の挨拶を述べ，土居，五藤，佐藤諸氏に

御目にかXつた．

　翌12日13時に横縞獲，21時40分京都に蹄宅．（終）

た よ り

山本先生机下
拝呈　（前略）

去る16日上野博物館の20糎で二三の天膿を槻ました・デフラクシヨンも試して見まし

た．17日の夕には清水眞一氏を訪れ，窮眞装置苦心の跡を拝見致しました・　18日夕，

木邊氏の御庭の30糎反射鏡を拝見，Mc）untingに画する判読を承りました・蹄途，山科

のあたり，列車の窓から山の頂きに灯影を認め，大分心が動きましたが，遽）・ので，

宅へと急ぎました・以上は公用濫行の夜間籔刻宛を利用致した澤であります・（中略）

私共は叡慮迄も先生の御役に立ち度いと念願致して居ます・

　回心によろしく御三三下さいませ　　　　敬具

昭和九年五月十九日

示申戸　　荏　　部　　生


